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は　じ　め　に

　大腸癌は，再発巣や転移巣の切除に

より生存期間を延長することが可能な

癌である。たとえ初回治療で切除が不

可能であっても，薬物治療後に切除可

能であれば，切除することで予後の延

長のみならず根治も期待できることか

ら，conversion therapyも含めた転移

巣の切除は，大腸癌治療のなかでもき

わめて重要な治療ストラテジーである。

Ⅰ．転移巣切除の意義と適応

　遠隔転移切除の意義を明確に示した

ランダム化比較臨床試験はないが，転

移巣切除後の長期予後は多くの観察研

究で報告されてきた。日本肝胆膵外

科学会のプロジェクト研究によると，

2000年～2007年の727例の肝転移につ

いて，切除後の５年無再発生存率は

27.2％，全生存率は47.7％とされてい

る1)。多臓器転移における根治例も数

多く報告されており，大腸癌の転移巣

の切除は予後延長だけでなく根治に向

けた治療ストラテジーとして意義が大

きい。

　切除の適応に明確な基準があるわけ

ではないが，肝転移と肺転移について

は，個数にかかわらず切除可能であれ 

ば切除すると考えるのが一般的である。 

実際にどの程度まで切除するかは，症

例ごとの状態と施設の方針によりかな

りの幅がある。肺，肝臓以外の転移部

位，特に骨盤内病変については，施設

による適応の差がさらに大きいことが

想像される。

　肝転移の適応基準として，大腸癌治

療ガイドライン2)には①耐術可能，②原

発巣が制御されているか，制御可能，
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